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表紙初口の出は海の中から

　元旦恒例の初泳ぎ大会が、今年も金ケ

浜で開かれました。参加者は、7歳から
68歳までの老若男女24人。太陽が顔を見

せる前の午前7時過ぎ、体操で体をほぐ

した参加者は、いっせいに海に駆け込み
ました。

　水平線に漂う厚い雲のせいで、なかな

か太陽は姿を見せませんでしたが、太陽
が雲の透き間から顔をのぞかせると、全

員で万歳三唱を繰り返し、今年1年の健
康と幸せを願いました。

　海からあがった参加者は、たき火の周

りで暖を取り、ふるまわれたぜんざいを
味いながら、21世紀最初の新年を祝いあ

っていました。

■
特
集

情
報
公
開

市
民
，
加
に
よ
る
公
正
で
關
か
れ
た

市
政
の
輿
論
壱
目
旛
し
て

■
市
政
の
動
き

医
療
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
、
税
の
申
告
は
お
早
め
に
、

12

視
c
会
報
告
・
広
域
運
合
の
設
置
に
向
け
必
要
な
協
議
を

開
始
、
景
観
形
成
の
た
め
の
整
備
計
画
を
策
定
ほ
か

■
ま
ち
の
話
題

市
内
に
2
つ
の
自
主
防
災
会
、
6
2
7
人
が
大
人
の
仲
間
入

り
、
シ
ド
ニ
ー
の
感
動
が
日
向
に
、
ほ
か

■
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

平
成
1
3
年
度
の
入
札
参
加
、
標
準
小
作
料
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
、
第
1
7
回
［
ロ
向
市
民
文
化
講
演
会
ほ
か

二、この広報紙は再生紙を使用しています。



：讐

ら
　
　
　
ヘ
ヒ
　
　
　
　
ア

磁
照

層
　
．
．

墾
．
．

藻一

ﾛ
・
鐙
轟

　
　
一
か
年
、
9
月
市
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ

　
　
　
た
日
向
市
情
報
公
開
条
例
が
、
い
よ
い

噌
謎
月
－
日
か
ら
ス
字
ト
し
ま
究

　
ワ
置
の
制
度
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
公
正
で

開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
制

定
誉
れ
た
も
の
で
す
。
市
の
職
員
が
職
務
上

．
出
直
ま
た
は
取
得
し
た
公
文
書
は
、
原
則
と

嘱
そ
公
開
の
対
象
と
な
る
も
の
で
、
条
例
に

墓
重
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
請
求
に
応
じ

礁
開
示
し
ま
す
。

　
二
月
号
で
は
、
日
向
市
情
報
公
開
条
例
の

．
．
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・哨，町

詳’

［

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
任
意
的
ま
た
は

積
極
的
に
公
開
す
る
情
報
提
供
制
度

と
、
市
民
の
請
求
に
基
づ
き
公
文
書
を

開
示
す
る
こ
と
を
条
例
で
義
務
づ
け
る

公
文
書
公
開
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
行
政

情
報
の
公
開
制
度
は
、
こ
の
公
文
書
公

開
制
度
を
指
し
ま
す
。

　
日
向
市
の
情
報
公
開
制
度
は
、
行
政

の
持
つ
情
報
を
原
則
「
公
開
」
、
限
定

たれ】力開で正公るよ，
」
一葦参民田

巾
市政の実現を目指して

特集情報公燗

情
報
公
開
制
度
と
は

　
ま
ず
、
情
報
と
は
何
か
。
情
報
と
い

う
言
葉
を
広
辞
苑
で
調
べ
て
み
る
と
、

「
判
断
を
下
し
た
り
、
行
動
を
起
こ
し

た
り
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
」
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
行
政
に
お
け
る
情
報
の

公
開
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
。

行政情報の公開概要図

行政情報の公開

　
行
政
情
報
の
公
開
に
は
、
閲
覧
公
表

制
度
と
情
報
公
開
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
閲
覧
公
表
制
度
に
は
、
法
令
等
に
基

づ
き
市
民
の
請
求
に
よ
り
閲
覧
や
写
し

の
交
付
を
行
う
閲
覧
制
度
と
、
市
民
の

請
求
に
よ
ら
ず
法
令
等
に
よ
り
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
公
表
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
情
報
公
開
制
度
に
は
、
市
民
の
請
求

情報公開制度閲覧公表制度

「
非
公
開
」
と
す
る
行
政
の
理
念
を
定

め
る
も
の
で
、
市
政
情
報
に
対
す
る
市

民
の
直
接
的
な
「
知
る
権
利
」
を
保
障

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
行
政

の
透
明
性
を
確
保
し
、
行
政
と
市
民
の

信
頼
関
係
を
確
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、

市
民
参
加
の
促
進
、
住
民
自
治
の
確
立

に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
す
。
行
財
政
改
革
や
地
方
分

権
の
推
進
役
と
し
て
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

公
文
書
公
開
制
度

市
民
の
請
求
に
基
づ
き
、
公
文
書
を
開
示
す
る

こ
と
を
条
例
で
義
務
づ
け
る
制
度

情
報
提
供
制
度

　
市
民
の
請
求
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
意
的

　
　
ま
た
は
積
極
的
に
公
開
す
る
制
度

　
例
“
広
報
紙
の
発
行
・
行
政
資
料
の
刊
行

閲
覧
制
度

　
法
令
等
に
基
づ
き
、
市
民
の
請
求
に
よ
り
閲
覧

　
や
写
し
の
交
付
を
行
う
制
度

　
例
“
住
民
票
の
閲
覧
・
都
市
計
画
案
の
縦
覧

公
表
制
度

　
市
民
の
請
求
に
よ
ら
ず
、
法
令
等
に
よ
り
義
務

　
づ
け
ら
れ
て
い
る
制
度

　
例
　
財
政
状
況
の
公
表
・
監
査
結
果
の
公
表

日
向
市
情
報
公
開
条
例
の
内
容

情
報
公
開
を
行
う

市
の
機
関

　
日
向
市
で
情
報
公
開
を
行
う
の
は
、

次
の
機
関
（
実
施
機
関
）
で
す
。

①
市
長
部
局

②
教
育
委
員
会

③
選
挙
管
理
委
員
会

④
公
平
委
員
会

⑤
監
査
委
員

⑥
農
業
委
員
会

⑦
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

開
示
請
求
が
で
き
る
人

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
個
人
及
び
法
人
や
そ
の
他
の
団
体

③
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤

務
す
る
人

④
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

⑤
そ
の
他
、
実
施
機
関
が
行
う
事
務
事

業
に
利
害
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人※
た
だ
し
、
前
記
以
外
の
人
か
ら
の
開

示
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
に
応
じ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

公
開
の
対
象
と
な
る

公
文
書

　
平
成
1
2
年
4
月
－
日
以
後
に
、
実
施

機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成
ま
た
は
取

得
し
た
文
書
、
図
画
、
写
真
及
び
電
磁

的
記
録
で
、
実
施
機
関
が
保
有
し
て
い

る
も
の
で
す
。

公
開
で
き
な
い
公
文
書

情
報
公
開
制
度
で
は
、
市
が
保
有
す
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輌

情報公燗特集

る
文
書
は
原
則
と
し
て
公
開
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
情
報

に
つ
い
て
は
開
示
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

①
法
令
ま
た
は
条
例
の
定
め
に
よ
り
、

開
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て

い
る
も
の

②
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
③
法
人
等
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
法
人
等
の

利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

④
人
の
生
命
や
財
産
等
の
保
護
、
犯
罪

の
予
防
な
ど
の
公
共
の
安
全
と
秩
序
の

維
持
に
支
障
が
生
じ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
⑤
市
と
国
等
と
の
間
に
お
け
る
協
議
、

協
力
、
依
頼
等
に
よ
り
実
施
機
関
が
作

成
ま
た
は
取
得
し
た
情
報
で
あ
っ
て
、

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
市
と
国
等
と
の

協
力
関
係
や
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の

⑥
市
ま
た
は
国
等
の
事
務
事
業
の
意
思

形
成
過
程
に
お
け
る
情
報
で
あ
っ
て
、

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
事
務
事
業
の
公

正
か
つ
適
正
な
意
思
形
成
に
支
障
が
生

じ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

⑦
市
や
国
等
が
行
う
検
査
、
試
験
、
入

札
、
交
渉
、
渉
外
、
争
訟
、
人
事
、
監

査
、
取
り
締
ま
り
な
ど
、
事
務
事
業
の

目
的
を
損
な
．
い
、
ま
た
は
事
務
事
業
の

公
正
か
つ
適
正
な
執
行
に
支
障
が
生
じ

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

法
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
公
文
書
の
写
し
の
交
付
を

受
け
る
場
合
に
は
、
日
向
市
手
数
料
条

例
に
よ
り
1
枚
（
片
面
）
2
0
円
が
必
要

で
す
。

開
示
請
求
の
手
続
き
方
法

　
市
役
所
本
庁
舎
2
階
の
市
民
情
報
室

（
3
月
－
日
に
開
設
）
に
備
え
付
け
の

用
紙
に
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
ま
た

は
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
名
称
、

代
表
者
の
氏
名
及
び
事
務
所
、
事
業
所

の
所
在
地
）
、
開
示
を
請
求
し
よ
う
と

す
る
公
文
書
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
を
明
記
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。　
な
お
、
郵
送
及
び
F
A
X
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

開
示
・
不
開
示
の
決
定

　
実
施
機
関
が
、
開
．
不
請
求
の
あ
っ
た

日
か
ら
起
算
し
て
1
4
日
以
内
に
開
示
す

る
か
ど
う
か
の
決
定
を
行
い
、
書
面
に

よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

る
と
き
は
、
6
0
日
を
限
度
と
し
て
決
定

を
延
長
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
に
は
、
延
長
す
る
期
間
や
延
長
の
理

由
を
書
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
の
公
開
と

費
用
負
担

　
公
文
書
の
開
示
は
、
書
面
で
指
定
す

る
日
時
に
、
原
則
と
し
て
市
民
情
報
室

で
行
い
ま
す
。
開
示
の
方
法
は
、
文
書
、

図
画
ま
た
は
写
真
に
つ
い
て
は
閲
覧
ま

た
は
写
し
の
交
付
に
よ
り
、
電
磁
的
記

録
に
つ
い
て
は
実
施
機
関
が
定
め
る
方

0

決
定
に
対
す
る

不
服
申
し
立
て

　
請
求
し
た
公
文
書
が
開
．
小
さ
れ
な
い

な
ど
、
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
り
不
服
申
し
立

て
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
実
施
機
関
は
有
識
者
で

0

構
成
す
る
日
向
市
情
報
公
開
審
査
会
に

諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
尊
重
し
て
開
示

す
る
か
ど
う
か
を
再
度
決
定
・
通
知
し

ま
す
。

情
報
の
適
正
使
用

　
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
た
情

報
が
乱
用
さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

生
活
や
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
情
報
公
開
を
受
け
た
人
は
、
こ
の
制

度
の
趣
旨
・
目
的
に
沿
っ
て
適
正
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
公
開
は
住
民
参
加
の
前
提

　
「
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
。
こ
れ
は
、
市
民
共
通
の
願
い
で

あ
り
、
地
方
自
治
体
の
基
本
政
策
テ
ー

マ
で
も
あ
．
り
ま
す
。

　
昨
年
4
月
、
地
方
分
権
時
代
の
幕
が

切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
分
権
型
社

会
つ
く
、
り
で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

は
、
「
住
民
自
治
」
で
す
。

　
市
民
と
行
政
が
創
意
と
工
夫
、
情
熱

と
汗
を
持
っ
て
共
に
語
り
合
い
、
参
加

す
る
地
域
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
私
た
ち
市
民
が
主
人
公

と
な
っ
て
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
て
い

る
地
域
を
い
か
に
住
み
や
す
い
地
域
と

し
て
い
く
か
、
行
政
の
政
策
に
ど
の
程

度
関
心
を
持
つ
か
、
意
思
決
定
に
参
加

す
る
意
欲
を
持
つ
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。　
市
は
昨
年
、
市
政
へ
の
市
民
参
加
を

目
的
に
「
1
0
0
人
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
，
1
0
0
人
委
員
会
の
当
初

の
目
的
で
あ
る
第
4
次
日
向
市
総
合
計

画
の
策
定
は
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
継
続
し
、
政
策
決
定
へ
の

参
画
の
場
と
し
て
存
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
情
報
公
開
制
度
を
活

用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
情
報
を
求
め
、
積
極
的
に

市
政
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
情
報
公
開
。
そ
れ
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
参
加
へ
の
第
↓
歩

で
す
。
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平成13年度市県民税

申告相談所開設日程如

月口 曜 地　　　区　　　各
受
付
会
場
「

2／16 金
遠見・幸脇・飯田・田田・新町・立縫

E別府・余瀬・田の原 美々津公民館

2／19 月 宮のド・高松・落部・駅通り

2／20 火 往還・往還町・沖町・亀崎

2／21 水
切島山1・切島山2・川路団地・山下
ｬ

中央公民館
2／22 木 松原・比良・比良町・山下

2／23 金
北町・都町・上町・本町・中町・高見

ｴ通り・広見・南町・中原・向江町

2／26 月

宮の上・高々谷・八幡・庄手向・地蔵

E吉野川・清正・八坂・伊勢・幡浦・

俣c・塩田団地・古田

2／27 火 原町・鶴町・新生町・高砂町・山手町

2／28 水
浜町・伊勢ケ浜・中堀町・堀一方・深
a

日知屋公民館

i指定日に申告

ﾅきない人）

3／1 木 曽根町・平野町・平野・永江町・永江

3／2 金
江良町・公園通り・櫛のlll団地・長江

c地

3／5 月 細辛・曙・本宮・秋留・向洋台

3／6 火
笹野東・笹野中・笹野西・金ケ浜・鵜

ﾑ・美砂

南日向公民館

3／7 水
中村・新財市・千東口・塩見ケ丘・本

J・西川内

3／8 木 奥野・永田・権現原

3／9 金
日向台・花ケ丘・迎洋園・春原・春原

ｬ・大王谷・大E町
中央公民館

i指定日に申告

ﾅきない人）3／12 月 東草場・西草場・庄手・麗木・梶木町

3／13 火

3／14 水 上記期Uまでに申告できなかった人

3／15 木

7

◎時間は、いずれも午前9時30分から午後3時30

　分までです。

◎指定日に申告できない人は、2月26日から3月

　2日までの間に日知屋公民館または3月7日か

　ら3月15日までの間（土・日曜日を除く）に中

　央公民館へおいでください。

◎税務署から確定申告書の届いている人は、2月

　20日から2月23日までの間に日知屋公民館で受

　け付けます。

◎今年度は、申告相談会場が一部変更になってい

　ますので、ご協力をお願いします。

◎詳しくは、市税務課（容内線2115・2116）へ。

申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

　
平
成
1
3
年
－
月
－
日
現
在
、

住
民
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

前
年
中
（
1
月
～
1
2
月
）
に
事

業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
そ
の

他
の
事
業
）
、
給
与
所
得
（
賃

金
な
ど
）
、
雑
所
得
（
公
的
年

金
な
ど
）
、
資
産
所
得
（
利
子
・

配
当
・
不
動
産
な
ど
）
な
ど
が

平
成
1
3
年
度
の
市
県
民
税
の
申
告
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
市
県
民

税
の
申
告
は
、
2
月
1
6
日
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。
申
告
を
し
な
い

と
、
児
童
手
当
、
保
険
給
付
、
保
育
所
入
所
、
公
営
住
宅
の
入
居
、

介
護
保
険
、
奨
学
金
貸
付
な
ど
に
必
要
な
証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
期
限
内
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

あ
っ
た
人
で
す
．

　
た
だ
し
、
勤
務
先
な
ど
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出

さ
れ
た
人
や
平
成
1
2
年
分
の
確

定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
す

る
人
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
次
に
該
当
す
る
人

は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ

っ
た
人

◆
給
与
所
得
の
人
で
も
、
医
療

賃
控
除
や
雑
損
控
除
を
受
け
よ

　
市
は
、
移
動
申
告
相
談
を
別

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当

す
る
日
時
に
相
談
を
受
け
、
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
日
以
外
の
相
談
受
付
は
、

大
変
混
雑
し
ま
す
。
ぜ
ひ
該
当

す
る
日
時
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
申
告
時
に
必
要
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
所
得
の
決
定
、
経
費
の
算
定

に
必
要
な
資
料
（
帳
簿
・
源
泉

徴
収
票
・
経
費
の
領
収
書
等
）

②
馬
溜
△
叩
保
険
料
、
　
媚
据
宝
ロ
保
険
料

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
2

月
1
6
日
か
ら
3
月
1
5
日
ま
で
で

す
．
目
向
市
で
は
、
2
月
2
0
日

か
ら
2
3
日
ま
で
の
4
日
間
（
午

前
9
時
～
午
後
4
時
）
、
日
知

屋
公
民
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
書
は
、
郵
送
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
県
民
税
の
申
告
は
2
月
1
6
日
5
3
月
1
5
日

r■

の

■

は
Σ

雷　」

ﾟ

に

・㌻

う
と
す
る
人

移
動
申
告
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

の
証
明
書
や
医
療
費
の
領
収
書

③
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合
、

そ
の
所
得
金
額
が
分
か
る
も
の

④
印
鑑
（
朱
肉
を
要
す
る
も
の
）

　
な
お
、
申
告
期
間
中
は
、
市

役
所
で
の
申
告
相
談
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

、 「

7
■
’ 一」

　
医
療
保
険
制
度
改
正
関
連
法

の
成
立
に
伴
い
、
1
月
か
ら
医

療
保
険
制
度
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
所
得
の
あ

る
人
に
は
応
分
の
負
担
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
給
付
を
受

け
た
人
と
受
け
て
い
な
い
人
と

の
公
平
や
コ
ス
ト
意
識
の
喚
起

を
図
る
観
点
か
ら
「
高
額
の
医

療
費
が
か
か
っ
た
と
き
の
自
己

負
担
限
度
額
の
見
直
し
」
「
入

院
時
食
事
療
養
費
の
見
直
し
」

「
入
院
時
の
食
事
負
担
額
の
見

直
し
」
「
海
外
療
養
費
の
新
設
」

コ
老
人
医
療
費
の
一
部
負
担
金

の
上
限
付
・
原
則
定
率
1
割
負

担
へ
の
改
正
し
な
ど
が
主
な
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
U
年
度
の
日
向
市
国
保

の
年
間
医
療
費
は
、
約
7
7
億
4

0
0
0
万
円
。
　
一
人
当
た
り
の

年
間
医
療
費
は
、
約
3
6
万
4
0

0
0
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
医
療
費
は
、
医

療
技
術
の
高
度
化
、
高
齢
化
社

会
の
進
展
、
生
活
習
慣
病
な
ど

慢
性
病
の
増
加
に
伴
い
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
健
康
管
理
に
努
め
、
医
療
費

の
節
減
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

国保の改正のポイント

　　高額療養費

0の配負担
　　限度額

　　入院時。
　　食事療養費

0海外簸費

。住所地特例

（日面i騒⇒

1日760円

特別養護老人ホーム及び

介護保険施設等の入所者

は、入所前の市（区）旺「村

の国保の被保険者

●一般患者

濃瀬野鴇講器瀦。
万円を超える世帯）
121、8・・円・〔（かかった

纓ﾃ費）一6・9，…円｝・1％

●低所得者の患者（市町村民税非課税世帯）

35，400円のまま据え置き

1ゆ1日当たり780円（低所儲は据え置き）

　　海外で医療を受けた場合にも、国民健康保険の給付⇒
　　の範囲で、支給が受けられるようになりました。

　　長期入院一般についても入院前の住所地の市（区）町

⇒　　村の国保の被保険者となります。

※健保についても同様の改正が行われています。

●

老人保健の改正のポイント

0一騨金糊1鼎月4回博羅♂監潔鑑罐警費の1割

0璽欝蕎⇒轟難潔腰髄重礎溜ρ年寄りの人の
0養筆黎　旧76・円⇒旧当たり・8・円（1・所儲は据え置き・

0轟轟　旧25・円⇒灘1盤鼎£署欝負担

老人医療費一部負担金の1か月分の自己負担上限額

◇入院の場合
　◎住民税課税世帯・・．・…．・・…・・・………・．・…

・◎住民税非課税世帯・・．・・・・…．・．・．・．・．・．・…・

　◎住民税非課税世帯で老人福祉年金受給者．．

　◎長期特定疾病患者一一一一・…・．

・・．… R7，200円／月

・・…・ Q4，600円／月

．．．． E15，000円／月

・．・…・ P0，000円／月

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　老人保健の入院・外来とも　一部負担は原則1割1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iです。1か月に自己負担ヒ限額を超えた分は、支i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1払う必要はありません。　　　　　　　　　　i
L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

医
療
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

◇外来の場合
　◎診療所と200床未満の病院・．・・．…．・…・3，000円／月

　（院外処方を受ける場合：病院1，500円／月、薬

　　局：1，500円／月）

　◎200床以上の病院．．．・・．・…．…「…・．・・．…・．・・．・…5，000円／月

　（院外処方を受ける場合：病院2，5001q／月、薬

　　局：2，500円／月）

　※診療所によっては、1日800円（月4回分まで

　自己負担）の定額制としているところもあります。
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1
　
　
容
　
告

広
域
連
合
の
設
置
に
向
け
必
要
な
協
議
を
開
始

　
平
成
1
2
年
第
7
回
日
向
市
議
会
（
定
例
会
）
が
、
1
2
月
1
日
か
ら
1
9
日
ま
で
の
1
9
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
、
人
事
案
件
1
件
、
条
例
1
2
件
、
事
件
決
議
1
0
件
、
補
正
予
算

1
1
件
の
計
3
4
件
を
提
出
し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
9
月
議
会
か
ら
の
継
続
審
萱
と

な
っ
て
い
ま
し
た
平
成
1
1
年
度
決
算
認
定
も
含
め
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
同
意
・
可

決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
こ
紹
介
し
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
員
に

出
ロ
幸
男
さ
ん

　
固
定
資
産
評
価
員
は
、
市
の
固
定
資

産
を
適
正
に
評
価
し
、
市
長
が
行
う
価

格
の
決
定
を
補
助
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
評
価
員
の
東
弘
さ
ん
（
6
5

歳
”
鶴
町
）
か
ら
自
己
の
都
合
に
よ
る

辞
任
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

後
任
に
出
口
幸
男
さ
ん
（
6
1
歳
”
往
還

町
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

広
域
連
合
を
設
立
し
て
共
同
処
理
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
事
務
の

共
同
処
理
に
関
し
て
必
要
な
協
議
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
協
議
す
る
内
容
は
、
「
火
葬
等
の
事

務
の
受
託
の
廃
止
」
「
日
向
地
区
衛
生

施
設
組
合
の
解
散
」
「
日
向
地
区
衛
生

施
設
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
」

「
日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
の
設
置
」

に
つ
い
て
で
す
。

日向サンパーク温泉利用施設の起工式

温
泉
利
用
施
設
の

工
事
請
負
契
約
を
締
結

　
温
泉
を
活
用
し
た
市
民
の
健
康
・
福

祉
・
交
流
の
た
め
の
施
設
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温

泉
の
「
建
築
主
体
⊥
事
」
「
電
気
設
備

工
事
」
「
給
排
水
衛
生
空
調
設
備
工
事
」

に
つ
い
て
、
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
の
温
泉
利
用
施
設
は
、
平
成
1
3

年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

中
央
省
庁
等
改
革
関
連
法
の

施
行
に
係
る
条
例
の
一
部
改
正

広
域
連
合
の
設
置
に
向
け

必
要
な
協
議
を
開
始

　
地
方
分
権
や
行
財
政
改
革
が
進
展
・

推
進
す
る
中
、
日
向
入
善
地
域
で
は
、

圏
域
の
抱
え
る
広
域
的
課
題
に
つ
い
て

　
中
央
省
庁
が
1
月
6
日
、
1
府
2
2
省

庁
か
ら
1
府
1
2
省
庁
へ
再
編
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
本
市
条
例
の
中
で
、

旧
府
省
庁
名
を
引
用
し
て
い
る
個
所
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
府
省
庁
名

に
改
め
ま
し
た
。

　
今
回
、
一
部
改
正
を
行
っ
た
条
例
は
、

「
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
」

「
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
」

「
税
賦
課
徴
収
条
例
」
「
手
数
料
条
例
」

「
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
」
「
下
水
道
条
例
」
「
水
道
事
業

給
水
条
例
」
「
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
」
「
火
災
予
防
条
例
」
の
9

件
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　邑　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　邑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　一　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　幽　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　■　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　r　　　　■　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　■　　　　一　　　　一　　　　　　　　一　　　　冒　　　　冒　　　　　　一　　　　’　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　冒　　　　冒　　　　一　　一　　　　一　　　　一　一　　　　一　　　　一一　　　　一　　　　一

市長日頃

霧
共
生
の
世
紀
に

⑧山本孫

　
新
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
。
元
旦
は

陽
光
さ
ん
然
と
輝
き
、
誠
に
穏
や

か
な
幕
開
け
で
し
た
。
こ
の
よ
う

に
す
べ
て
が
平
穏
で
あ
る
こ
と
を

心
か
ら
願
う
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
過
ぎ
去
っ
た
2
0
世
紀
は
、

前
半
が
戦
争
、
後
半
は
戦
後
の
復

興
に
国
民
す
べ
て
が
力
を
合
わ
せ

勤
勉
努
力
を
い
た
し
ま
し
た
。
高

度
経
済
成
長
施
策
は
成
功
し
、
資

源
の
少
な
い
国
が
今
日
の
平
和
と

繁
栄
を
成
し
遂
げ
た
の
で
す
。
社

会
資
本
も
整
備
さ
れ
、
私
た
ち
の

生
活
は
豊
か
さ
と
利
便
性
が
高
ま

り
ま
し
た
が
、
そ
の
過
程
で
大
切

な
も
の
を
失
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
向
こ
う
…
．
一

軒
両
隣
の
思
い
や
り
、
人
間
的
な

温
も
り
、
お
互
い
に
助
け
合
う
美

し
い
姿
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
少
子
高

齢
化
や
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題

な
ど
難
問
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

21

｢
紀
は
、
そ
の
一
つ
．
つ
を
解

決
す
る
た
め
に
、
「
連
携
と
共
生
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
心
豊
か
な
世
紀

に
し
た
い
も
の
で
す
。
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渚

する掛

ね
鍔

戸

景
観
形
成
の
た
め
の
整
備
計
画
を
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
第
1
回
日
向
市
街
な
か
魅
力
再
生
検
討
委
員
会

　
市
は
1
月
H
日
、
日
向
市
街
な
か
魅

力
再
生
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
第
－

回
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る

日
向
思
郷
圏
域
の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い
魅

力
的
で
個
性
的
な
都
市
景
観
の
形
成
を

図
る
た
め
、
「
中
心
市
街
地
の
魅
力
の

再
生
」
「
地
区
の
景
観
形
成
と
デ
ザ
イ

ン
整
備
方
針
」
「
公
共
空
間
の
デ
ザ
イ

ン
基
本
計
画
」
な
ど
を
協
議
し
ま
す
。

街
な
か
の
街
並
み
形
成
の
た
め
の
整
備

計
画
を
策
定
し
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
の

顔
づ
く
り
モ
デ
ル
土
地
区
画
整
理
事
業
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新しい男女共同社会の実現に向けて

　第1回日向市男女共同参画プラン策定委員会

が12月22日、男女共同参画推進ルーム「さくら

館」で開かれました。

　この委員会は、平成8年度に策定した日向市

女性基本計画についての見直しを行い、新しい

男女共同社会の実現を目指すプランの原案を策

定し、市長に報告しようとするものです。委員

は、学識経験者や市民、市職員ら20人で構成。

　今回の委員会では、会長及び副会長を選んだ

後、プラン策定までの進め方等について協議が

行われました。

o　●　o　・　●　●　●　o　●　●　●　●　●　●　o　●　●　●　●　●　●　o　O　・　●　●　●　●　・　・　●　・　o　●　・　●　・　o　・

の
地
区
指
定
も
目
指
し
ま
す
。

　
第
－
回
委
員
会
で
は
、
山
本
市
長
か

ら
委
員
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
た
後
、
委
員
長
に
宮
崎
大
学
助
教

授
の
出
口
融
雪
さ
ん
を
選
出
。
事
務
局

の
市
市
街
地
開
発
課
か
ら
は
、
中
心
市

街
地
整
備
事
業
の
現
状
と
今
後
の
作
業

方
上
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
長
以
外
の
委
員
は
、
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
。

▽
学
識
経
験
者
1
1
吉
武
哲
信
（
宮
崎
大

学
助
教
授
∀
井
上
由
美
子
（
九
州
保
健

福
祉
大
学
講
師
）

▽
関
係
各
機
関
1
1
服
部
豊
（
県
土
木
部

都
市
計
画
課
長
）
井
上
光
司
（
日
向
警

察
署
副
署
長
）
岩
田
操
（
日
向
市
駅
駅

長
）
長
池
正
当
（
宮
崎
交
通
㈱
延
岡
運

行
セ
ン
タ
ー
所
長
）
松
本
龍
太
（
日
向

商
工
会
議
所
専
務
理
事
・
ひ
ゆ
う
が
ま

ち
づ
く
り
機
関
）
黒
木
正
（
J
A
日
向

企
画
課
長
）

▽
市
民
代
表
1
1
治
田
徳
延
（
日
向
建
築

設
計
事
務
所
協
会
）
江
藤
武
（
同
）
壱

岐
正
一
（
日
向
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

バ
リ
ア
フ
リ
ー
懇
話
会
会
長
）
岸
本
泰

生
（
日
向
木
の
芽
会
会
長
）
新
名
弘
子

（
ひ
ま
わ
り
塾
O
B
会
）
塩
月
智
恵
子

（
日
向
市
ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行

委
員
）
渡
部
博
子
（
消
費
者
代
表
）

▽
市
職
員
1
1
弓
削
哲
郎
（
市
助
役
）
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調　　　
ヒ
ロ
コ
（
同
）
、
児
玉
輝
代
（
同
）
、
山
岡

幸
枝
（
西
草
場
）
、
西
川
サ
ダ
子
（
長
江

団
地
）
、
稲
田
邦
子
（
往
還
）
、
伊
東
裕

子
（
浜
町
）
、
神
谷
福
江
（
大
王
谷
）

《
学
校
部
門
》

▽
最
優
秀
賞
1
1
二
二
小
学
校
、
日
知
屋

東
小
学
校
、
▽
優
秀
賞
1
ー
ロ
ロ
知
屋
小
学

校
、
大
王
谷
中
学
校
、
財
光
寺
中
学
校
、

美
々
津
中
学
校

　
　
吋
舅
げ

馳
」

　
、
，

y
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表彰を受ける一般家庭部門の河野さん
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㊦
内
に
2
お
皇
防
災
会

　
清
正
区
自
主
防
災
会
の
結
成

式
が
1
2
月
2
6
日
、
細
島
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
清
正
区
の

自
主
防
災
会
結
成
は
、
市
内
で

41

ﾔ
目
と
な
り
ま
す
。

　
結
成
式
で
は
、
同
会
長
の
後

藤
三
紀
雄
区
長
が
「
ど
ん
な
災

害
が
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
。
災
害
の
発
生
時
な
ど
防

災
会
の
結
成
に
当
た
り
配
備
さ

れ
た
防
災
備
品
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
か
が
大
切
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
4
2
番
目
の
自
主

防
災
会
が
上
原
町
区
に
結
成
さ

れ
、
結
成
式
が
1
月
1
6
日
、
同

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
会
長
の
石
川
昭
俊
区
長
は

「
壮
年
部
が
中
心
と
な
り
、
婦

闘r　　　Y禰四▼一．．冒　　『¶
あいさつに立った後藤会長（清正区）

人
部
の
協
力
の
元
、
自
主
防
災

会
の
結
成
と
な
っ
た
。
今
後
、

区
民
↓
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
結
成
式
に
出
席

し
た
山
本
市
長
は
、
「
災
害
は

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
大
切
。
仮

に
発
生
し
た
と
し
て
も
、
会
長

を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
に

向
か
っ
て
、
災
害
を
最
小
限
に

く
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
自
主
防
災
会
を
結
成
し
た
そ

れ
ぞ
れ
の
区
に
は
、
担
架
や
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
消
火
器
な
ど
の
防

災
備
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

備品の目録を受ける石川会長（上原町区）

②
ド
〒
の
鑑
が
呂
に

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
向
上
を
目
指

す
競
技
指
導
者
・
選
手
合
同
技
術
講
習

会
が
、
1
2
月
2
5
日
か
ら
2
7
日
ま
で
お
倉

ケ
浜
総
合
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
の
は
、
昨
年

の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
で
活
躍
し
た
松
本
直
美
選
手
と

藤
井
由
宮
子
選
手
。
2
人
は
、
県
内
か

ら
参
加
し
た
約
3
0
0
人
の
中
・
高
校

生
と
指
導
者
に
、
基
本
動
作
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
ら
は
、
2
人
の
話
に

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
鳥
人
・
5
万
8
9
9
6
人
に

●

　
平
成
1
2
年
国
勢
調
査
に
併
せ
て
市
が

実
施
し
ま
し
た
人
口
当
て
ク
イ
ズ
の
当

選
者
が
決
ま
り
1
2
月
2
8
日
、
表
彰
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
平
成
1
2
年
1
0
月
－
日

現
在
の
人
口
は
5
万
8
9
9
6
人
。
5

年
前
に
比
べ
1
9
4
人
増
え
ま
し
た
。

　
人
口
当
て
ク
イ
ズ
の
当
選
者
は
、
5

人
違
い
の
木
田
涼
子
さ
ん
（
1
1
歳
｝
中

村
）
が
1
位
。
以
下
、
大
浦
純
子
さ
ん

（
5
3
歳
一
長
江
団
地
）
、
岩
崎
勝
廣
さ
ん

（
6
5
歳
　
鶴
町
）
、
吉
野
タ
ツ
エ
さ
ん

（
5
6
歳
”
高
砂
町
）
と
な
り
ま
し
た
。

一17

◎
2
7
人
が
交
の
魑
入
り

■広鞭紙に掲載された写翼を差し上げます。

　希望する人は、市総務課（8内線2234）まで。

　
平
成
1
3
年
日
向
市
成
人
式
が
1
月
7

日
、
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。
今
年
、
市
内
で
成
人
を
迎
え

た
の
は
、
男
3
0
1
人
、
女
3
2
6
人

の
計
6
2
7
人
で
す
。

　
今
年
は
、
新
成
人
者
や
青
年
団
員
を

中
心
に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
成
人
式
は
、
ゲ
ー
ム
機
を
は
じ
め
、

M
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
自
転
車
な
ど
が
当

た
る
抽
選
会
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
式
典
。
山
本
市
長
が
、
「
輝

け
る
2
1
世
紀
の
活
力
あ
る
日
向
市
の
発

展
は
、
み
な
さ
ん
の
双
肩
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
ら
の
目
標
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式

辞
。
こ
れ
に
対
し
新
成
人
者
を
代
表
し

て
木
原
章
貴
さ
ん
（
比
良
町
V
と
田
中
由

佳
さ
ん
（
中
堀
町
）
が
、
「
ど
ん
な
に
厳
し

い
社
会
生
活
の
中
で
も
、
自
分
た
ち
の

行
動
に
責
任
と
誇
り
を
も
ち
、
素
直
に

喜
べ
る
心
・
謝
る
こ
と
の
で
き
る
心
を

も
っ
た
純
真
な
大
人
に
な
り
ま
す
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
梅
原
司
平
さ
ん
の
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
。
梅
原
さ
ん
は
、
「
一
人
ひ
と
り
が

気
づ
い
た
と
こ
ろ
が
ら
、
何
か
を
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
2
1
世
紀
。

心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
が
す
ば
ら
し
い

こ
と
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

卍
権

翔
島
港
に
新
た
な
麟
路
が
，
殴

’

　
　
　
㌔
7
目
遣

饗
、
曝
／

／

　
細
島
と
台
湾
・
高
雄
を
結
ぶ
新
た
な

外
貿
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
、
1
2
月
2
8

日
、
コ
ン
テ
ナ
船
が
白
浜
港
に
初
入
港

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
細
島
港
を
発
着
す
る
外
国

貿
易
の
定
期
航
路
は
、
韓
国
2
航
路
、

台
湾
2
航
路
（
う
ち
1
航
路
は
香
港
ま

で
）
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
航
路
で
5
本
目
と
な
り
ま
す
。
特

に
、
昨
年
8
月
の
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

完
成
か
ら
は
、
早
く
も
2
航
路
目
の
開

設
と
な
り
、
県
内
物
流
の
拠
点
と
し
て

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

㊥
防
団
ラ
ッ
パ
隣
の
議
が
奏

一

　
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
で
は
へ
．
．
平
成
1
2

年
度
宝
く
じ
助
成
備
品
と
し
て
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。
購
入

し
た
楽
器
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ー
5
本
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
5
本
、
マ
ー
チ
ン
グ
ト

リ
オ
一
式
で
す
。
ラ
ッ
パ
隊
は
、
消
防

団
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
団
員
1
9
人

（
う
ち
1
人
女
性
消
防
部
）
で
構
成
し
、

出
初
め
式
や
操
法
大
会
な
ど
の
消
防
大

会
で
演
奏
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
で
は
、
楽
器
の
購
入

に
併
せ
て
、
楽
器
演
奏
の
経
験
者
や
興

味
の
あ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■おわび先月のこのコーナーで紹介しました小中学校囲碁大会の13路盤

中学生の部の準優勝者は、黒木保雅さんでした。おわびして訂正します。
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細論■言獄
　「情報伝言板」は、皆さんの自

主的な活動を応援するコーナーで　・

す。サークル活動などの会員募集

やイベントなどの情報をお寄せく

ださい。営利や政治・宗教活動を

目的としたものはお断りします。

　原稿は｛毎月1日までに市総務

課（倉内線2234）へ。ただし、

紙面のスペースの関係上、掲載で

きない場合があります。

■地域間・世代間交流事業

　「創ろう、遊ぼう、楽しもう」

　（財）みやざき長寿社会推進機構

（じゅぴあ財団）及びじゅぴあア

ニメーター県北地区運営委員会で

は、県北地区の地域間・世代間交

流事業として「創ろう、遊ぼう、

楽しもう～みんなおいでよ～」を

開催します。

　これは、身近にある自然や生活

の周りにある不要なもの、何でも

ないもの、暖かさを感じるものに

目を向け、さまざまな工夫をする

ことで、新しいものに生まれ変え

させようとするものです。

　また、そこでは、いろいろな地

域の人々と世代を越えて、創造す

る喜びや楽しみを体験し、自然や

物を大切にする心を養い、体を動

かすことで感じるさわやかさを味

わおうというものです。

　多くの皆さんの参加をお待ちし

ています。

◇日時＝2月25日（口）午前10時～

午後2時30分

◇会場＝延岡市社会教育センター

及びカルチャープラザのべおか

◇内容一①自然に楽しむコーナ

ー、②ブローチづくりコーナー、

③皮のクラフトコーナー、④クッ

キーづくりコーナー、⑤ニュース

ポーツを楽しもうコーナー

◇問い合わせ先＝（財）みやざき長

寿社会推進機構（aO985－31－

9630）

生涯学習・生きがいづくりの強い味方

人材バンク日響きら（めき八

①指導分野／せん画（切り絵）

②住所・運絡先／原町・容52－7529

③指導曜日・時間／柑談のうえ

④謝礼金／相談のうえ

⑤送迎／不要

⑥メッセージを一言／せん画（切り絵）

は、白と黒の世界であり、色を使った

絵画とはまた違う面当みがあります。

その魅力にはまって20年ほどになり

ます。中央公民館の講座で指導してい

ますが、題材の絵も自分で描くと興味

も可能性も広がっていきますよ。

　　　、
／．

H
．

黒木…男さん（66歳）

田中道夫さん（81歳）

①指導分野／短歌（黒木伊知緒）
　　　　　　　　　　　　　　，
②住所・連絡先／平岩・君57－1732

③指導曜日・時間／相談のうえ

④謝礼金／相談のうえ

⑤送迎／不要

⑥メッセージを一言／南日向公民館の

主催講座をはじめ、4っの短歌会を指

導しています。昨年は、中学校でも短

歌の授業をさせていただきました。

　自分の感性を磨くこと、人の心を思

いやることが、短歌の魅力であり、奥
の深さです。

　　？
轟　　隆さん

わたしの

おすめの

　中崎亀田
5
＠

　
野
阜
誠
秀
著
「
合
氣
道
　
悟

道
」
。
練
習
を
通
し
て
自
分
を

向
ヒ
さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
。

相
手
を
倒
す
こ
と
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
あ
り
ふ
れ
て
い
る
中

で
、
相
手
と
結
ぶ
こ
と
を
探
求

す
る
。
違
う
世
界
を
感
じ
ら
れ

る
一
冊
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、

読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

’

6f．
齟噤

@．

　
ラ
　
町
　
服

ん
鐡
埋
没
し

さ
傷
務野海

　
瀬
戸
内
寂
聴
の
「
無
常
を
生

き
る
」
。
人
は
こ
の
世
に
生
を

受
け
て
死
に
向
か
っ
て
生
き
て

い
き
ま
す
が
、
飽
食
の
時
代
に

　
　
　
、
感
動
す
る
こ
と
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
物

の
充
足
の
速
度
に
心
の
確
立
が

追
い
つ
か
な
か
っ
た
結
果
と
思

い
、
心
の
洗
濯
が
で
き
ま
し
た
。

　このコーナーでは、みなさんのおすすめの一冊を募集しています。

詳しくは、市立図書館（君54－1919）へ。

’’

みんなの広場

　
い
よ
い
よ
2
1
世
紀
が
始
ま
り
ま
し

た
。
子
供
の
こ
ろ
に
見
て
い
た
「
鉄
腕

ア
ト
ム
」
の
世
界
で
す
。

　
ア
ト
ム
の
よ
う
な
人
間
の
心
を
も
っ

た
ロ
ボ
ッ
ト
は
ま
だ
で
す
が
、
ロ
ボ
ッ

ト
犬
な
ど
は
立
派
に
ペ
ッ
ト
の
役
目
を

務
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
宇
宙
旅
行
に
し
て
も
、
近
い
将
来
の

夢
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
1
0
数
年
前
、
楽
屋
で
の
雑
談
で
す
。

あ
る
話
家
が
「
や
が
て
テ
レ
ビ
か
ら
新

聞
が
送
ら
れ
て
く
る
ん
だ
っ
て
さ
」
と

言
っ
た
こ
言
に
「
そ
ん
な
ば
か
な
…
」

と
一
堂
大
笑
い
し
ま
し
た
。
で
も
、
い

わ
ゆ
る
I
T
革
命
と
や
ら
で
数
年
後
に

は
こ
れ
も
現
実
と
な
り
そ
う
で
す
。

、

ほ瀧＿㊥

　
今
月
号
は
、
首
都
囹
在
住
の
ふ

る
さ
と
大
使
の
み
な
さ
ん
に
、
故

郷
・
日
向
市
に
対
す
る
思
い
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
に
思
う
こ
と

落
語
家

桂
　
歌
春
さ
ん

い浜な　にりです気実　ま消ら　しし便日　もり　な格川す代り
ただつ碁一フ渚。が家仕すすしそてた利のし変ま現る好で。でし
いけた石亀レを砂よに事。

の
帰
り
な
ど
で
、
年
に
数
回
は

戻
り
ま
す
。
時
間
が
あ
り
、
天

け
れ
ば
、
お
倉
ケ
浜
に
行
き
ま

浜
に
腰
を
下
ろ
し
た
り
、
裸
足

歩
い
た
り
す
る
と
、
身
も
心
も

ッ
シ
ュ
し
て
き
ま
す
。
さ
す
が

本
の
渚
百
選
」
の
一
つ
で
す
。

に
な
る
よ
う
な
蛤
は
採
れ
な
く

そ
う
で
す
が
、
白
砂
青
松
の
砂

は
、
い
つ
ま
で
も
残
し
て
も
ら

と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　
確
実
に
世
界
は
進
歩
か
後
退
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
で
も
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ず
に
い

て
ほ
し
い
の
が
故
郷
で
す
。

　
「
う
さ
ぎ
追
い
し
彼
の
山
、
小
鮒
釣

り
し
彼
の
川
…
」
。
私
た
ち
の
年

代
で
は
、
こ
の
歌
は
現
実
の
思
い
出
で

す
。
小
学
校
に
は
、
プ
ー
ル
な
ど
無
く
、

川
で
泳
い
だ
も
の
で
し
た
。
比
良
山
も

格
好
の
遊
び
場
で
し
た
。
毎
日
、
暗
く

な
る
ま
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
日
向
市
と
は
比
べ
よ
う
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
心
の
中
で
は
い
つ
ま
で

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
毎

日
の
生
活
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
、
平
和
で
安
定

し
た
毎
日
を
送
る
た
め
に
故
郷
も
変
化

し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
変
化
が
、
ど
う
か
日
向
の
す
ば

ら
し
さ
を
残
し
、
不
便
な
と
こ
ろ
を
解

消
す
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

　　山本　愛さん（20歳＝江良町）

　　　今、田尻美容室で働きながら
（O　美容免許の資格取得に向けて頑

　　張っています。成人式では、新

　　成人者を代表して成人証書を受

　　け取り、楽しい思い出ができま

　　した。これから責任感のある立

　　派な大人になろうと思います。

、

いきいき
　　　　青春トーク

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の

近
所
の
若
者
や
職
場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
る

か
た
は
、
市
総
務
課
（
容
内
線
2
2
3

4
）
ま
で
ご
運
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報

係
が
写
真
を
撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

、
▼

甲斐圭一郎さん（19歳：笹野西）

　西の丸工一ワンに勤務して2

年になります。後輩の指導やホ

ールの管理などきつい面もあり

ますが、楽しく働いています。

　今口の成人式では、代表して

成人証書を受け取ることがで

き、いい思い出ができました。
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信

農
業
委
員
会
委
員
選
単
人
名
簿
の
縦
覧

登
録
の
確
認
を

　
市
は
、
平
成
1
3
年
－
月
－
日

現
在
で
調
整
し
た
「
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
選
挙
権
を
有
し

て
い
る
人
で
も
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
と
投
票
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
自
分
が
登
録
さ
れ

て
い
る
か
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
期
間
糊
2
月
2
3
日
（
金
）
～
3

月
9
貝
金
）

◇
時
間
1
1
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時

◇
会
場
1
1
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
た
だ
し
、
上
・
日
曜

日
は
市
役
所
警
備
員
室
）

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
實
内
線
2

2
3
1
＞一

　
平
成
1
3
年
度
の
入
札
参
加

　
市
の
工
事
等
の
入
札
に

　
参
加
を
希
望
す
る
人
へ

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

業
務
委
託
、
物
品
購
入
な
ど
の

　
指
名
競
争
入
札
ま
た
は
見
積
も

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
り
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

　
「
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
要
領
は

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
次
の
と
お
り
で
す
、

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
な
お
、
建
設
工
事
、
業
務
委

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
託
に
つ
い
て
は
、
追
加
受
付
の

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
た
め
、
昨
年
申
請
書
を
提
出
し

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
た
人
は
、
今
回
の
手
続
き
は
不

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
要
で
す
。

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
《
対
象
及
び
有
効
期
間
》

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
建
設
工
事
1
1
土
木
・
建
築
・

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
電
気
・
水
道
（
管
V
・
舗
装
・
塗

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
装
・
造
園
・
板
金
な
ど
／
平
成

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
1
3
年
9
月
－
日
～
平
成
1
4
年
8

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
月
3
1
日

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
業
務
委
託
1
1
測
量
・
設
計
・

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
補
償
・
各
種
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
ど
／
平
成
1
3
年
9
月
－
日
～
平

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
成
1
4
年
8
月
3
1
日

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
物
品
購
入
等
1
1
印
刷
・
事
務

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
用
品
・
電
化
製
品
・
記
念
品
・

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
被
服
・
自
動
車
な
ど
／
平
成
1
3

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
年
4
月
－
日
～
平
成
1
5
年
3
月

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
3
1
日

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
（
申
請
書
の
様
式
と
添
付
書
類
｝

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
建
設
工
事
1
1
国
土
交
通
省
の

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
統
一
様
式
の
申
請
書
（
日
向
地

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
区
建
設
業
協
会
君
5
2
1
4
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
8
等
に
あ
り
ま
す
）
と
①
工
事

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
経
歴
書
、
②
営
業
所
一
覧
表
、

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
③
技
術
者
経
歴
書
、
④
経
営
事

〒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

項
審
査
結
果
通
知
書
、
⑤
建
設

業
許
可
証
明
書
、
⑥
消
費
税
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

び
地
方
消
費
税
の
納
税
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

（
未
納
の
税
額
の
な
い
も
の
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

⑦
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

入
証
書
ま
た
は
中
小
企
業
退
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

金
共
済
制
度
加
入
証
書
、
⑧
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

規
申
請
で
法
人
組
織
の
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

登
記
簿
謄
本
、
⑨
使
用
印
鑑
届
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

⑩
年
間
委
任
状
、
⑪
日
向
市
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

の
完
納
証
明
書
（
法
人
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

は
、
法
人
と
代
表
者
個
人
の
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

方
V　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

※
①
～
⑧
は
写
し
で
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

◇
業
務
委
託
1
1
国
土
交
通
省
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

統
一
様
式
の
申
請
書
（
国
土
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

通
省
宮
崎
工
事
事
務
所
費
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

8
5
1
2
4
1
8
2
2
1
等
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

り
ま
す
）
と
①
測
量
等
実
績
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

書
、
②
経
営
規
模
等
総
括
表
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

③
技
術
者
経
歴
書
、
④
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一
覧
表
、
⑤
各
業
種
の
許
可
証
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

⑥
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

納
税
証
明
書
（
未
納
の
税
額
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

な
い
も
の
）
、
⑦
新
規
申
請
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

法
人
組
織
の
場
合
は
登
記
簿
謄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

本
、
⑧
使
用
印
鑑
届
、
⑨
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

委
任
状
、
⑩
日
向
市
税
の
完
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

証
明
書
（
法
人
の
場
合
は
、
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

人
と
代
表
者
個
人
の
両
方
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

※
①
～
⑦
は
写
し
で
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

◇
物
品
購
入
等
1
1
日
向
市
が
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

定
す
る
様
式
の
申
請
書
（
市
契

約
管
理
課
に
あ
り
ま
す
）
と
①

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納

税
証
明
書
（
未
納
の
税
額
の
な

い
も
の
）
、
②
新
規
申
請
で
法

人
組
織
の
場
合
は
登
記
簿
謄
本
、

③
年
間
委
任
状
、
④
日
向
市
税

の
完
納
証
明
書
（
法
人
の
場
合

は
、
法
人
と
代
表
者
個
人
の
両

方
）※
①
と
②
は
写
し
で
可

　
受
付
は
、
2
月
－
日
か
ら
2

月
2
8
日
ま
で
（
上
・
日
曜
日
及

び
祝
祭
日
を
除
く
）
の
午
前
9

時
か
ら
n
時
ま
で
と
、
午
後
－

時
3
0
分
か
ら
4
時
ま
で
で
す
。

※
消
費
税
納
税
証
明
書
は
、
延

岡
税
務
署
で
お
取
り
く
だ
さ
い

（
申
告
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も

必
要
で
す
）
。

　
詳
し
く
は
、
市
契
約
管
理
課

（
燈
5
4
1
5
7
6
1
）
へ
。

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

差
し
押
さ
え
物
件
の
公
売

　
市
は
、
市
税
滞
納
処
分
に
よ

り
差
し
押
さ
え
た
電
話
加
入
権

の
公
売
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
こ
の
公
売
は
、
滞
納
者
が

市
税
を
自
主
納
付
し
な
か
っ
た

た
め
、
最
終
手
段
と
し
て
行
う

〔

2
月
の
相
談

おしらせ・ぼしゅう

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
2
月
1
6
日
（
金
）

　
　
　
　
0
”
0
～
4
・
0

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
人
権
・
婦
人
・
行
政
相
談

　
と
　
き
■
2
月
8
日
（
木
）

　
　
　
　
0
．
0
～
5
”
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
　
き
■
2
月
8
日
（
木
）

　
と
こ
ろ
■
社
会
福
祉
協
議
会

　
申
込
先
■
君
5
2
1
1
0
1
0

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
2
月
1
3
日
目
火
）

　
　
　
　
0
”
0
～
5
”
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　

　
と
こ
ろ
■
青
少
年
ホ
ー
ム

◇
心
身
障
害
者
相
談

　
と
　
き
■
2
月
9
日
（
金
）

　
　
　
　
0
．
0
～
2
“
0

　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
こ
ろ
■
身
体
障
害
者
セ
ン

　
　
タ
ー
（
盛
5
2
1
5
4
3
4
）

「
市
民
の
声
ポ
ス
ト
」

　
市
は
、
市
政
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お

聞
き
す
る
た
め
、
市
民
の
声
ポ

ス
ト
を
庁
舎
玄
関
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用

．
く
だ
さ
い
。

⑰…身・髄・断・運・・を推進・・

’
β

も
の
で
、
入
札
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
市
税
を
滞
納
し
て

い
る
人
が
税
を
完
納
し
た
場
合

は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

◇
日
時
1
1
3
月
2
2
日
（
木
）
午
前

10

椏
�
D
（
1
0
分
前
に
は
入
室

し
て
く
だ
さ
い
∀

◇
会
場
”
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
ー
階
談
話
室

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市
税
務
課

（
倉
内
線
2
1
1
9
）

財
光
寺
南
土
地
区
画
整
理
事
業

定
め
ま
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

　
市
は
、
快
適
な
生
活
空
間
及

び
魅
力
あ
る
町
並
み
景
観
の
形

成
を
図
る
た
め
、
財
光
寺
南
土

地
区
画
整
理
事
業
区
域
の
一
部

で
地
区
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凶　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　－　　　　r　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　冒　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　『　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　山　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　一　　　　一　　　　幽　一　　　一　　　　一
■　　　　一　　　　一

　
地
区
計
画
と
は
、
身
近
な
生

活
空
間
に
つ
い
て
、
地
区
の
特

性
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
な
ま

ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
定
め
る

制
度
で
す
。
こ
の
た
め
、
地
区

計
画
の
区
域
内
で
は
、
み
な
さ

ん
が
土
地
の
区
画
形
質
を
変
更

し
た
り
、
建
築
行
為
等
を
行
っ

た
り
す
る
際
に
工
事
に
着
手
す

る
3
0
日
前
ま
で
に
届
け
出
を
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
届
け
出
に
基

づ
く
内
容
が
地
区
計
画
の
内
容

に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
審

査
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
都
市
計
画
課

（
費
内
線
2
6
1
3
）
へ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　『　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　7　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　一　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　’　　　　幽　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　■　　　　一　　　　■　　　　　　一　　　　一　　　　■　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　山　　　　一　　　　一　　■　　　　一　　　　一　一　　　　一　　　　－
一　　　　一　　　一

き
な
く
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
改
正

法
の
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
、

「
既
存
宅
地
」
で
あ
る
旨
の
確

認
の
申
請
を
行
い
確
認
を
受
け

た
土
地
に
つ
い
て
は
、
自
己
の

居
住
や
自
己
の
業
務
の
た
め
の

建
築
が
5
年
間
は
認
め
ら
れ
ま

す
。　
詳
し
く
は
、
市
都
市
計
画
課

（
巷
内
線
2
6
1
3
）
へ
。

　　　無料交通事故相談

　宮崎自動車保険請求センター（宮崎
市広島1丁目第一生命ビル）では、毎
週月曜日から金曜日まで無料交通事故
相談を実施しています。時間は、午前
9時30分から午後4時40分まで。ま
た、電話相談（壼0985－28－1199）

や弁護士無料相談（予約制）も行って
います。お気軽にご相談ください。

」｝

一
　
県
建
築
住
宅
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
既
存
宅
地
制
度
が

　
廃
止
さ
れ
ま
す

　
都
市
計
画
法
が
、
平
成
1
2
年

5
月
1
9
日
に
改
正
さ
れ
、
本
年

5
月
1
8
日
ま
で
に
施
行
さ
れ
る

予
定
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
市

街
化
調
整
区
域
に
指
定
さ
れ
た

時
点
で
既
に
宅
地
で
あ
っ
た
土

地
に
お
い
て
は
都
市
計
画
法
の

許
可
を
受
け
ず
に
建
築
で
き
る

「
既
存
宅
地
制
度
」
が
、
改
正

法
の
施
行
日
の
前
日
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
、
市
街
化
調
整
区
域

に
お
い
て
「
既
存
宅
地
制
度
」

に
よ
る
建
築
が
原
則
と
し
て
で

一
　
宮
崎
県
身
体
障
書
者
ス
ボ
ー
ッ
大
会

　
多
く
の
仲
間
た
ち
と

　
さ
わ
や
か
な
汗
を

　
市
は
、
5
月
1
2
日
及
び
1
3
日

に
県
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
る
第
3
9
回
宮
崎
県
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
出
場
者
を

募
集
し
ま
す
。

◇
参
加
資
格
1
1
市
内
に
居
住
す

る
1
3
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

◇
競
技
種
目
1
1
陸
上
、
水
泳
、

卓
球
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
競
技

◇
申
込
方
法
1
1
2
月
9
日
（
金
）

ま
で
に
市
福
祉
事
務
所
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市
福
祉
事

務
所
（
費
内
線
2
1
7
1
）

あなた ﾏ震器会i盤一［1メモi葎《ぎ魯Q＆A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「女性によるまちづくり提言：　　　税証明が必要な人へ　　　：Q．国民年金加入の届け出書が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

講座」は、人材の発掘と養成を：　所得証明や納税証明、資産関：送られて来たのですが、なぜで

図ることを目的に毎年開催して：係の証明など税証明が請求でき　：しょうか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

います。講座では、男女共同参：るのは、本人または同一世帯の＝A．平成9年1月に基礎年金書
画社会づくりについて学習した：親族に限られています。これは、：号が導入され、これを活用する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

後、まちづくりについて提言す：税法で守秘義務が設けられてい：ことにより公的年金制度への加
る手法・方法を学びます。　　：て、納税者のプライバシーを保：入状況が分かるようになりまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今年度は、8月から6回開催：護し、納税者を守るためです。　：た。そのため退職や転職により
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

しました。受講生はグループご：　どうしても本人が窓口に来ら：国民年金への加入が必要になつ

とに分かれて、子育て、市街地＝れない場合は、委任者本人が作：ているにもかかわらず、届け出
　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
活性化、観光、環境などについ：成した委任状が必要になります。：がまだ済んでいないと思われる

て学習しました。受講生がまと：　法人の場合も同様に、代表者：人について、勧奨状でお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

めた提言書は、図表に表し「さ：以外の代理人からの請求には、：しています。手続きが済んでい

くら館1に展示していますので、：法人印の押印された委任状が必＝ない場合は、市年金係の窓口で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

どうぞご幽ください。　　　　：要です。詳しくは市税務課へ。　＝手続きをしてください。

■市民なんでも相談ホットライン（煎55－9111・瓶0120－86－4388）
75



ぼしゅう・もよおし

放送大学願書締切迫る

　テレビやラジオを活用して学習する

放送大学の入学願書受付期限が、2月

15日置迫りました。願書受付は、放送、

大学本部（千葉）で行うため、早めの

申し込みが必要です。

◇問い合わせ先；放送大学宮崎学習セ
ンター（君53－1893）

77

の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

《
細
島
地
区
》

◇
日
時
1
1
2
月
9
日
（
金
）
午
後

7
時
～
8
時
3
0
分

◇
会
場
ロ
細
島
公
民
館

◇
内
容
甘
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
朗

読
劇
／
日
常
生
活
に
見
ら
れ
る

「
こ
ん
な
こ
と
お
か
し
い
の
よ

ね
」
と
い
う
一
つ
ひ
と
つ
の
場

面
を
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
風
に
表

現
し
ま
す
。

《
財
光
寺
地
区
》

◇
日
時
1
1
2
月
1
8
日
（
日
）
午
前

10

栫
`
正
午

◇
会
場
1
1
財
光
寺
小
学
校

◇
内
容
1
1
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
／

木
工
教
室
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
楽

器
づ
く
り
、
絵
手
紙
な
ど
（
ミ

ニ
応
急
手
当
法
講
習
会
も
あ
り

ま
す
）

少
年
の
参
加
で

力
あ
る
ま
ち
を

＋、

s
市
化
や
過
疎
化
の

ま
た
核
家
族
化
、
少
子

ホ
り
地
域
社
会
や
家
庭
環

八
き
く
変
化
す
る
中
、
住

旭
域
社
会
の
一
員
と
し
て

慨
や
連
帯
感
が
希
薄
化
し

り
り
ま
す
。

り
よ
う
な
中
、
日
向
市
区

｛
館
長
連
合
会
で
は
、
そ

貼
の
地
域
に
お
け
る
住
民

叩
意
識
を
培
い
、
豊
か
で

・
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ノ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

巾
3
3
回
日
向
市
公
民
館
振

酉
を
開
き
ま
す
。

衣
テ
ー
マ
は
、
「
青
少
年

域
館
活
動
へ
の
参
加
に
よ

刀
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ

。
多
く
の
み
な
さ
ん
の

τ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
一
1
2
月
1
8
日
（
日
∀
午
前

・
正
午
咽
博
市
中
央
公
民
館

冒
1
1
自
治
公
民
館
功
労
者

隈
良
公
民
館
報
の
表
彰
、

⊥
に
よ
る
意
見
発
表
等

い
合
わ
せ
先
H
市
社
会
教

（
奮
内
線
2
4
2
3
∀

育◇三二◇◇9◇聞くるの　興に地主のれ長　つの民王化進　一
遡靱騎鴇袈甥飴熱襲灘食あ譲竈敷騨活青

熟
3
3
回
日
向
市
公
民
鱈
振
興
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
御
郵

　
詳
し
く
は
、
市
企
画
課
（
君

内
線
2
2
2
0
）
へ
。

第17回日向市民文化講演会

◇日時＝2月23日（金）午後7時開演

◇会場＝日向市〔P央公民館

◇入場料＝無料（ただし、入場整理

券が必要です。整理券は、文化交流

センター、中央公民館、日知屋公民

館、細島公民館、南日向公民館、美

々津公民館、市立図書館、市社会教

育課で配布します）

◇講師＝家田荘子さん（作家：代表，

作『極道の妻たち」ほか）

◇演題＝私の出逢った人々

※手話通訳・託児室を設けます

　　保留地を売却します
　市は、亀崎北圭地区画整理事業地内の保留地を売却します。売

却するのは、次の表の10か所です。希望する人は、市区画整理課

に申し込んでください。申込者多数の場合は、抽選とします、

◇受付期間＝2月5日（月）～2月16口（金〉（土・日曜日の受付は

いたしません）

◇申込方法；住民票、市税完納証明書、印鑑を持参のうえ、直接、

市区画整理課にお越しください。電話及び文書での受付はいたし

ません。

◇申込・問い合わせ；市区画整理課（君内線2721）

売却物件一覧表
街区番号 面積（㎡） 処分価格（円） 間ロ（m） 奥行（m）

① 27街区1番 288．36 13，992，400 約18．6 約14．0

② 27街区2番 276．71 12，389，800 約133 約20．8

③ 27街区3番 423．15 19，095，200 約10，3 約18．9

④ 27街区6番 432．07 16．724β00 約37，2 約17．0

⑤ 37街区8番1 1312．12 84．980β00 約98，6 約13．4

⑥ 37街区8番4 668．55 42，945，000 約56．4 約11．9

⑦ 38街区7番 825．31 52β75，000 約23．2 約33．3

⑧ 48街区5番 353．03 20，275，500 約17．8 約19．5

⑨ 45街区17番 271．22 15，326，600 約34，6 約9．0

⑩ 55－1街区7番
82739

45，980，200 約28，0 約313

計 5677．91 324，584，800

※ただし、ド水道引き込み工事代金は、別途負担となります。

　また、詳しい位置図面については、市区画整理課へお問い合わ

せください。

1

1

円◇生◇も北※～◇せ市　し　ものの　一

　　　　　　　　　　　　　だ経く人髪青げ24日

ll購論叢鱗
・翻磐謙鑑艶ぐ十階難華墨華箋墨壷鞘斎

言
市
と
の
交
流
に

涌
し
ま
せ
ん
か

り
友
好
都
市
で
あ
り
「
凧

と
し
て
有
名
な
灘
坊
市

弁
凧
あ
げ
大
会
が
、
今
年

ゲ
れ
ま
す
。

＋
は
、
友
好
都
市
を
締
結

田
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

廿
た
も
参
加
し
て
、
灘
坊

」
の
交
流
を
深
め
て
み
ま

O

一
　
還
暦
式
の
こ
案
内

　
還
暦
を
迎
え
た
人
を

　
お
祝
い
し
ま
す

　
市
は
、
今
年
度
還
暦
を
迎
え

た
人
を
祝
い
励
ま
す
「
還
暦
式
」

を
開
き
ま
す
。

　
1
月
－
日
現
在
で
、
住
民
票

の
あ
る
人
に
は
、
市
教
育
委
員

会
か
ら
往
復
は
が
き
で
案
内
を

し
て
い
ま
す
。
市
外
の
人
で
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、
郵
便
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
を
記
入
の
う
え
、
市
社
会
教

育
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
一
3
月
4
口
（
口
）
午
前

10

栫
`
H
時
4
5
分

◇
会
場
1
1
市
中
央
公
民
館

◇
対
象
者
1
1
昭
和
1
5
年
4
月
2

日
～
昭
和
1
6
年
4
月
－
日
生
ま

れ
の
人

◇
内
容
悶
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

式
典
、
記
念
講
演

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市

　
　
　
　
　
　
　
　
弓

田

第
9
回
市
民
友
好
交
流
団
団
員
募
集

参
加
人
数
に
よ
り
変
更
あ
り
）

◇
募
集
期
間
1
1
2
月
7
日
（
水
）

～
2
月
2
3
日
（
金
V

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
日

向
市
・
灘
坊
市
交
流
促
進
協
議

会
事
務
局
（
市
総
務
課
麿
内
線

2
2
2
3
）

たしまれさ定改が料作小輩標

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
標
準

小
作
料
を
別
表
の
と
お
り
改
定

し
ま
し
た
。
今
回
の
改
定
は
、

平
成
1
3
年
2
月
－
日
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
標
準
小
作
料
は
、
原
則
的
に

貸
手
と
借
り
手
の
双
方
で
自
由

に
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
小

作
料
に
つ
い
て
、
貸
し
借
り
の

話
し
合
い
が
ま
と
ま
り
や
す
く

な
る
よ
う
に
、
目
安
と
し
て
の

標
準
額
を
定
め
て
い
る
も
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
貸
手
、
借

り
手
の
双
方
で
、
ど
れ
く
ら
い

で
貸
し
借
り
を
す
れ
ば
よ
い
か

分
か
ら
な
い
場
合
、
標
準
小
作

料
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
小
作
料
の
決
定
に

は
、
あ
く
ま
で
も
双
方
合
意
が

必
要
で
す
。

　
（
費
内
線
2
4
2
　
一
1
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一

のた当
oa

一休料作小準標田氷
1

．
”

．
開

下寺倣
35

駄
44

～
513

上以倣
45邑

量

暖
収

　
当

…
」
r
o
a

　
1

円
oo
の

11

円
oo
の

15
円

oo
の

20
料咋灯標

社
会
教
育
課

3
）

　
平
成
1
2
年
度
中
央
公
民
館
ま
つ
り

　
1
年
間
の
学
習
の
成
果
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い

　
中
央
公
民
館
を
利
用
し
て
い

る
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
の
1
年

間
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る

「
中
央
公
民
館
ま
つ
り
」
が
、

2
月
9
日
目
ら
1
1
日
ま
で
開
か

れ
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
の
作
品

展
示
や
発
表
会
、
体
験
コ
ー
ナ

い「…一一…～……………一
一

　
　
バ
ザ
ー
な
ど
さ

催
し
が
あ
り
ま
す
。

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
一

◇
2
月
9
日
～
1
1
口

書
道
、
生
け
花
、
下
伸

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
口

絵
浜
紙
な
ど
の
作
品

◇
2
月
1
0
日
1
1
3
B

踊
、
マ
ン
ド
リ
ン
、

唄
と
踊
り
、
フ
ラ
ダ

の
ホ
ー
ル
で
の
発
鉢
衣
・

◇
2
月
1
0
日
～
1
1
日

コ
ー
ナ
ー
、
陶
芸
作
ロ

囲
碁
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　
臨

∂
ま
ざ
ま
な

ぜ
ひ
、
お

W。日
1
1
絵
画
、

四
仏
、
木
工
、

草
木
染
め
、

繭
展
示
発
表

D
体
操
、
舞

ナ
ツ
メ
ロ

γ
ン
ス
な
ど

低
会
口
目
お
点
前

　
品
バ
ザ
ー
、

………皿………………「一…一
ス社り講ト大地イ

第
2
弾
は

各
地
区
に
出
向
き
ま
す

今
年
度
か
ら
名
称
も
新
た
に

タ
ー
ト
し
た
男
女
共
同
参
画

会
づ
く
り
事
業
の
「
ひ
ま
わ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
。
第
－
弾
の

演
会
は
1
2
月
－
目
、
タ
レ
ン

の
遥
洋
子
さ
ん
を
講
師
に
盛

に
開
か
れ
ま
し
た
。

第
2
弾
と
な
る
今
回
は
、
各

区
に
出
向
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
多
く

ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　言うん機または

トラクター持参10a当

　　手植え
田植機持参10a当

10a当（ひも代含む）

　　10a当
コンバイン1袋当

7．000円

11，000円

5，000円

5，500円

6，000円

14，000円

　850円

■市政に関するニュース・行事等は市政テレホンサービス（a52－2000）へ
76
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噸　　　　．軌

1毬．’一

桜川京香ちゃん
淳也・千鶴（中原）
一

儀乳幼児健診
■3か月児健診＝日時／2月9日（金）、23口（金）、

対象／平成12年ll月生まれ

■7か月児健診＝日時／2月16日目金）、対象／平

成12年7月生まれ

■1歳児健康相談＝日時／2月6日（火）、対象／

平成12年1月生まれ

■1歳6か月児健診＝日時／2月8日（木）、対

象／平成ll年7月生まれ

■3歳児健診＝日時／2月2日（金）、対象／平成

9年7月生まれ

※受付時間は、3か月児・7か月児／午後1時～

1時30分、1歳6か月児・3歳児／午後1時～2

時、1歳児／午前9時30分～10時です。母子健康

手帳を忘れずに、市民健康管理センターへ。

q恥すくすく教室

◇日時＝2月27日（火〉午後2時～午後3時30分

◇対象＝生後6か月までの乳児を育児中のお父さ

ん、お母さん

◇内容＝①栄養士との離乳食作り・試食、②体重

測定・身長測定、③赤ちゃんの健康相談、④ママ

やパパ同士の交流会など

◇会場＝市民健康管理センター

◇持参するもの＝母子健康手帳

※予約・参加料は、必要ありません。

漕

解由璽鴇職
昌和・弘美（亀崎東） 康弘・かおり（永江）

噸」新世紀の活力ある生活づくり

　新世紀に入り1か月が経ちましたが、年末年始

の暴飲暴食で体調を崩した人、かぜ気味の人など

はいらっしゃいませんか。この新たな世紀を私た

ち一人ひとりが健やかで心豊かに生活できるよ

う、これまでの自分の生活を見直し、自ら実行で

きる健康管理に取り組んでみませんか。

1。栄養・食生活編

◎ゆっくり時間をかけて、一口20～30回以ヒ噛む

◎主食・主菜・副菜をそろえる

◎動物性脂肪を控え、植物性の油を使う

◎食塩は、1［」10g以下を目標にする

◎野菜は350g以上を摂取する（緑黄色野菜は
120g以上）

2．運動・体重編

◎無理のない程度で行う有酸素運動（息を止めな

いで行う運動）を毎日少しずつ行う。1日10分以

上、できれば20分以上継続して行う。

◎標準体重・肥満度を知ろう

　①標準体重＝身長（m）x身長（m）×22

　②肥満度（BMD一自分の体重（kg）÷身

　　長（m）÷身長（m）

　　判定◇20．0未満　　　　　　　やせ気味

　　　　　22．0以上24．0未満　ふつう　　樋）

　　　　　24．0以上26．4未満　やや肥満

　　　　　26．4以上　　　　　　　肥満

79

q恥2月の休日在宅医 ※事前にテレホンサービス

　　　（君53－1214）で確認を！

4日

鮫島医院（部外雪52－8191）　吉森医院（内・胃腸・循環・呼吸

･52－4046）永田医院（産婦看52－3388）医心内科（内切55－

O157）

11日
古賀内科胃腸科（内・胃腸雪52－8118）　大久保医院（外・胃腸

D52－5338）白石病院（内・呼吸君63－1365）

12日

向洋クリニック（泌尿倉52－5488）　田〔‡〕病院（内・放・精神・神

o・リハ實63－2211）　日向内科（内・小児・胃腸倉52－0880）　篠

ｴ医院（産婦・肛倉63－1059）

18日
三ケ尻医院（整外・リハ盆52L5557）康田医院（産婦盈53－7788）

ｼ岡医院（内費52－5407）沼田医院（皮容52－3785）

25日
浦上医院（内・外・胃腸倉52－2936）稲原眼科（眼含52－2209）

L島病院（精神・内・放雪54－6801）

馬
け
し
。

’、一
，
　
マ

．㌔（ ^．
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　　　　　　　／

生活習慣病予防週間

（2月1日～7日）

汐
ヴ

、賠

高橘国花ちゃん
清隆・智美（大王谷）

柏田理奈ちゃん
　竜也・愛（幡浦》

　　3．休養編

　　◎疲労回復の鉄則は、1日の疲れはその日のうち

　　に、1週間の疲れは休日に取るようにすること。

　　疲れがたまってきたと感じたら、生活のリズムを

　　意識的に整えたり、レクリエーションや趣味など

　　で気分転換を行ったりすることが大切です。

　　4．喫煙・アルコール編

　　◎タバコには、100種類以上の発がん物質が含

　　まれています。特に、立ちのぼる煙（副流煙）の
。
　　方に多く含まれていますので、周りの人のことも

　　考え、禁煙するように努めましょう。

　　◎アルコールは、適性飲酒を心掛け、自分のペー

　　スでゆっくりと飲み、週に2日は休肝日を設けま

　　しょう。1日の適性飲酒料は、①ビールで大びん

　　1～2本、②日本酒で1～2合、③ウィスキーで

　　ダブル1～2杯が目安です。

　　q恥ヘルシークッキング

　　　　　　　ホウレン草とのりのサラダ

　　《材料4人分》

　　①ホウレン草／300g、②シメジ茸／1袋、③

　　のり／1枚、④和風ドレッシング（酒／小さじ1、

　　砂糖／小さじ1、しょうゆ／大さじ1．5、酢／

　　大さじ1、サラダ油／大さじ1）
、4怐@《作り方》

　　①ホウレン草はゆでて

　　水気を絞り、3cmく　　　　　　　　　㌧

　　らいに切る。シメジも

　　ゆでる。

　　②調味料を混ぜて、ド

　　レッシングを作る。

　　③ホウレン草とシメジ

　　をドレッシングであえて、ほぐしたのりを加える。

　　◆エネルギー54KcaI◆塩分lg（1人分）

噸L2月の献血日程

1旧（日）お倉ケ浜総合公園 9：30～16：00

22日（木 日向市消防本部 8：30～10：00

日向衛生公社 11：30～13；30

コード 14100～16：00

27日（火）日向高校 9：30～15：30

」1一 ＝　量　　　　　　　・下節，
＾＝』・
n．　　　P

テレホンサービス 口
智53－5857

日向市保育協議会　　　　“

1／29（月） 全のしつけ
1

～
（1）不慮の事故死の第1位は

i2）正しい道路の歩き方は

i 2／4（日） （3）学校に通う道の指導は

2／5（月） はいくつまで数えられればよいか

～ （1）7つまでのたし算、ひき算

Q）実物を使って理解させる
2／11（日）

3）なかなか計算できない子供は

2／12（月） 字はどのくらい知っていればよいか

～ 1）文字を覚えたがっている子供の扱いは

i2）文字を覚えたがらない子供の扱いは
2／18（日） （3）発音の指導は

2／19（月） 学を目前にした子供の気持ちを理解する

～ （1）学校の不安を少なくする

i2）明るい楽しい気持ちで1年生になれるように

1

2／25（日） （3）学校の先生の話をするときに気をつけること

2／26（月） 庭のしつけと学校のしつけ

～
（1）家庭と学校のしつけの違い

i2）しつけの重複と食い違い
3／4（日） 3）しつけの違いにとまどうときは

1
2月中の交通事故

日向市分 （）内前月比
人身事故 死　亡　　負傷者　物語事故
64件 1人　　83人　　116件
（＋15） （十1）　　（十20）　　　（十7）

～止まって確認！無事故に挑戦～

日向市の人ロと世帯
（H13．1，1現在）

人　ロ 59，116人

男 27，805人

女 31，311人

世帯数 21，764世帯

転　入 179人　　転　出　164人

出　生 45人　　死　亡　　47人

面　積 117．34k㎡

※2000年国勢調童による10月1日現在の

人ロを基にした数値です。
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ゆ
　
　
レ

　
細
島
に
は
、
八
坂
、
八
幡
、
地
蔵
、

伊
勢
な
ど
庶
民
信
仰
の
名
残
を
思
わ
せ

る
地
名
が
目
に
つ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
八
坂
神
社
、

八
幡
神
社
、
延
命
地
蔵
、
伊
勢
講
が
そ

の
地
区
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

米
ノ
山
北
側
傾
斜
地
の
細
島
港
を
望
ん

で
密
集
す
る
住
家
の
道
筋
に
は
、
多
く

◎
帆
・

児玉さん宅に祭られている秋葉様のこ神体

シ
リ
ー
ズ
ー
6

細
島
の
秋
葉
講

の
ほ
こ
ら
が
鎮
座
し
て
い
て
、
細
島
に

住
む
人
々
の
信
仰
の
深
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
も
「
秋

葉
講
」
「
伊
勢
講
」
「
稲
荷
講
」
な
ど
が

続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
古
来
、
細
島
に
住
み
続
け
て
き
た

人
々
が
、
生
活
の
安
泰
と
豊
穣
豊
漁
を

願
い
、
お
互
い
の
結
び
付
き
を
深
め
な

が
ら
講
を
守
り
、
細
島
を
支
え
て
き
た

こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。

　
秋
葉
講
は
、
秋
葉
の
火
祭
り
で
知
ら

れ
る
静
岡
県
春
野
町
領
家
秋
葉
山
の
秋

葉
神
社
を
本
宮
と
す
る
火
伏
せ
の
神
を

信
仰
す
る
人
々
で
組
織
さ
れ
た
も
の
で

宗
教
的
な
講
で
す
。

　
細
島
の
秋
葉
講
は
、
昔
か
ら
全
区
が

一
体
と
な
り
女
性
を
中
心
と
し
た
女
子

講
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
細
島
地
域
で
は
、
昔
か
ら
火
災
が
多

か
っ
た
ら
し
く
、
大
正
時
代
の
日
州
新

聞
に
も
細
島
の
相
次
ぐ
火
災
と
警
告
が

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、

地
形
的
に
も
↓
度
火
災
が
発
生
す
る
と

延
焼
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
特

に
か
ま
ど
を
扱
う
女
性
が
主
体
と
な
っ

て
作
ら
れ
た
講
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
2
組

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

程
度
の
講
組
織
が
作
ら
れ
、
1
月
2
4
日

に
抽
選
で
決
ま
っ
た
宿
元
に
集
ま
り
、

宮
司
の
祈
と
う
と
お
払
い
の
後
、
お
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
ら
い

を
受
け
て
煮
付
け
や
な
ま
す
で
直
会
を

し
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

講
組
織
も
次
第
に
少
な
く
な
り
、
昭
和

20

N
忌
ろ
か
ら
八
坂
区
の
児
玉
八
郎
さ

ん
が
細
島
の
秋
葉
様
を
祭
り
、
毎
年
－

月
2
4
日
に
祭
礼
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
約
6
0
人
が
参
拝
し
、
静
岡
県
秋

葉
山
本
宮
の
お
札
を
受
け
て
、
児
玉
さ

ん
手
作
り
の
甘
酒
の
接
待
で
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
昔
は
、
代
表
者
が
静
岡
の
本
宮
に
参

拝
し
、
お
札
を
受
け
て
帰
り
、
そ
れ
を

講
の
日
に
配
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
秋
葉
神
社
の
参
詣
講
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
特
に
江
戸
時
代
に
は
、
一
般
的
に
お

伊
勢
参
り
の
途
中
に
秋
葉
山
へ
参
拝
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
代
表
者
が
講
仲
間
に
見
送
ら
れ
て

細
島
港
か
ら
船
旅
に
出
る
姿
が
目
に
浮

か
び
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
庶
民
信
仰
に
根
付
い

た
多
く
の
伝
承
行
事
が
残
さ
れ
て
い
る

細
島
地
域
に
は
、
日
向
市
の
民
俗
を
知

る
貴
重
な
資
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
島
編
さ
ん
室
（
雪
内
線
2
2
3
6
）

で
は
、
日
向
の
歴
史
に
関
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

圖

国

繭
6

　
　
’ロ
繭
＋
一

　
6
4
3
2
人
の
犠
牲
者
を
出

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

6
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
1
月

17

冝
A
被
災
地
で
あ
る
神
戸
市

な
ど
で
は
、
犠
牲
者
の
め
い
福

を
祈
る
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
悲

し
み
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
’

　
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の

．
震
災
を
悲
し
い
出
来
事
と
し
て

終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
教
訓
を
し
っ
か
り
と
生
か
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
心
構
え
な
ど
を
き
ち

ん
と
広
報
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
《
矢
野
》
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